
Ⅰ．はじめに

　当センターでは，１９９９年度からスギCryptomeria japonica人
工林の育林コストを削減するため，粗植や下刈の未実施による施
業の省力化が林木へ与える影響について調査している。
　２００７年１２月に調査した際，施業省力化の試験地において，コウ
モリガEndoclyta excerescensの寄生が確認された。
　コウモリガは幼虫幼齢期に草本類を食した後，３〜４齢で木本
植物の樹幹へ穿孔・寄生する。本種の寄生により，スギ幼齢林で
の枯損発生（日塔，１９５４；槇原・五十嵐，１９９１）や壮齢以上の林
分でも寄生されるため（福司・若松，１９９９），侵入孔からの腐朽
菌等の侵入により，材質劣化が懸念される。
　本種への防除対策の一つに，幼虫幼齢期の寄主植物を除去する
作業である下刈を実施することがある。しかし，施業を省力化し，下
刈を全く行わない場合，本種に寄生されやすいことが想定される。
　そこで，本研究では，施業省力化の試験地内におけるコウモリ
ガの寄生状況について調査したのでその結果を報告する。

Ⅱ．材料と方法

　試験地があるのは鹿児島県霧島市牧園町（標高約６００ｍ，以下
牧園という）及び同市福山町（標高約４００ｍ，以下福山という）
である。試験地の植栽本数密度は，牧園が１，０００本/ha，福山が
１，５００本/haと３，０００本/haである。斜面方位は牧園が北と東，福
山が北と南である。また，それぞれ植栽後，下刈を３年間実施し
た下刈処理区と全く下刈を行わなかった未実施区が設定されてい
る（表−１）。
　調査項目は，下層草本類の繁茂状況及びコウモリガの寄生の有
無について実施した。
　下層草本類の繁茂状況については，調査の際，下層草本類の繁
茂により歩行困難だったものを「密」，下層草本類がほとんど繁
茂していなかったものを「粗」，「密」と「粗」の中間を「中」と
分類し，３段階に分類した。コウモリガの寄生については，地際
から樹高２ｍまでを目視により観察し，コウモリガの虫糞により
寄生の有無を確認した。

Ⅲ．結果および考察

　調査結果を表に示す。コウモリガの寄生率は，植栽密度の低い
試験地の方が密度の高い試験地よりも高かった。すなわち，寄生
率は粗植（１，０００本/ha）の牧園では１０〜２４％と高く，１，５００本
/ha植栽の福山で２〜８％，通常の植栽密度（３，０００本/ha）の福
山では寄生は確認されなかった。植栽密度の低い試験地の方が密
度の高い試験地よりも下層草本類が繁茂しており，このことがコ
ウモリガの寄生しやすい条件を作っていると考える。
　寄生が確認された調査区と同じ植栽本数密度かつ同じ斜面方位
の調査地（牧園１と２，牧園３と４，福山１と２）とを下刈の実施，
未実施で比較した場合，下刈実施区のほうが，未実施区よりも被
害率は高い傾向にあった。
　このような傾向は，木本植物の種数と本数は下刈未実施区の方
が下刈実施区よりも多くなる（下園，未発表）ため生じると思わ
れる。すなわち，下刈を実施した場合，スギ以外の木本植物は伐
採されて残りにくい。その結果，コウモリガはスギへ集中して寄
生することとなる。一方，下刈を実施しなかった場合，スギ以外
の木本植物も伐採されず生長する。その結果，コウモリガはスギ
以外の木本へも寄生することとなり，スギへの寄生率が下がると
思われる。

Ⅳ．おわりに

　調査前，下刈を実施しなかった場合，主林木であるスギはコウ
モリガに寄生されやすいと想定した。しかし，粗植地において下
刈を実施した方が実施しない場合と比較して，コウモリガがスギ
に寄生する傾向にあること，また，下刈を実施しないことより，
粗植することで下層草本類が長期間繁茂し，コウモリガが成育し
やすい環境が形成されやすいことが確認できた。
　粗植を行う場合，このような材質劣化を引き起こす昆虫の存在
を考慮しながら施業を実施する必要があろう。
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表−１．調査地の概要とコウモリガの寄生状況
寄生率
（％）

寄生本数
（本）

調査本数
（本）下層繁茂下刈植栽本数密度

（ha/本）斜面方位区　分

２４５２２密あり１，０００北牧園１
１０３３１密なし１，０００北牧園２
２３８３３密あり１，０００東牧園３
００２９密なし１，０００東牧園４
８４５３中あり１，５００北福山１
２１４１粗なし１，５００北福山２
００３３粗あり３，０００北福山３
００４１粗なし３，０００北福山４
００１１８粗あり１，５００南福山５
００８２粗なし１，５００南福山６
００７９粗あり３，０００南福山７
００３０粗なし３，０００南福山８


